
  

 
 

令 和 ８年 １ 月 28 日 

北陸信越運輸局観光部 

 

 

「観光と二次交通の現状に関する調査」を実施します。 

 

 

政府目標の 2030 年の訪日外国人旅行者数 6000 万人の目標達成に向け、地方部へのさ

らなる誘客が課題となっています。しかし、地方部では駅や空港等の主要な交通結節点に

おいて、タクシーがつかまらない、タクシードライバーが確保できないなどの二次交通の

課題が生じています。 

本調査は、地域が抱える観光と二次交通の課題や、先進的な取組事例を調査することに

より、同種の課題を抱える地域の課題解消を目的として実施するものです。 

 

■調査期間 

令和８年 1 月下旬～３月初旬 

 

■調査概要 

・管内の主要交通結節点（新幹線駅など）がある DMO・自治体等に対するヒアリング調査 

・地域が抱える観光客と二次交通の課題を類型化し、課題別にどのような対応がとりうる

かについて、先進的な取組事例とともに整理 

  

■調査結果の公表 

 調査結果については、当局ホームページにて公開し、DMO・自治体関係者からの二次交

通に関するご相談に対応して参ります。 

※最終とりまとめのイメージは別紙を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

【お問い合わせ先】 

北陸信越運輸局観光部観光地域振興課 

 担当：森田、梅村、江田 

TEL：025-285-9181 

Mail:hrt-hrt-kankou★gxb.mlit.go.jp 

※メール返信の際は「★」を「＠」に変更してください。 

資料２ 



  

別紙 

※最終的なとりまとめイメージ（R7.11 北陸信越運輸局 DMO 意見交換会配布資料より） 

 

 

 


